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で５０ｍｌの PBS と胆汁に浸水させ、一週間毎に PBS と胆汁を新しく更新し、２週間毎
に６週まで分子量、LA と CL の割合、サンプルの張力の測定を行った。 
In vivo での豚胆管再建モデルでの試験は、放射線不透過性の硫酸バリウムをコーティーン



































れており、本吸収性胆管ステントの臨床応用への可能性が示唆された。    
 
 
